
（社）日本建築学会九州支部 3 月常議員会議事録 
 
日時：2008年 3月 18日（火）14:00～17：30 

場所：九州支部事務局会議室 

出席者：渡邊支部長、大井常議員、島岡常議員、趙常議員、西川常議員、山田常議員、植田常議員、 
    尾宮常議員、木方常議員、北山常議員、萩島常議員、 
    志賀建築九州賞「作品賞」運営協議会幹事、事務局（伊地知） 
 
Ⅰ．前回議事録確認 
1. 1月常議員会議事録（案）（木村常議員作成，渡邊支部長修正追記） メールにて送付済み 

2. 2月幹事会議事録（案）（萩島総務幹事作成） メールにて送付済み 

両議事録がともに承認された。 
 
Ⅱ．報告事項 
1. 本部関係報告 

(1) 2月担当理事会報告（渡邊支部長） 回覧- 1 

(2) 3月理事会報告（渡邊支部長） 資料- 1，回覧- 2 

(3) 3月支部長会議報告（渡邊支部長） 資料- 2，回覧- 3 

本・支部連結会計（2009.4～）の実施に向けた移行措置、および賛助会員の動向について補足説

明がなされた。 

(4) 2月学術推進委員会報告（北山学術幹事） 資料- 3，回覧- 4 

資料の説明があり、特に建築教育委員会：学会HP「楽々建築・楽々都市」バナーの各支部HPで

のリンク、および各支部取り組みの積極掲載、PR 依頼について紹介があった。また、若手奨励

特別研究の選考について、意見交換を行った。 

 

2. 支部関係報告 

(1) 1月，2月の支部事業報告について（大井総務幹事） 資料- 4 

資料に基づいて報告された。 

(2) 1月，2月の支部会計報告について（西川会計幹事） 資料- 5 

審議事項９．に含めて詳しい説明がされることになった。 

(3) 2007年度大会（九州）決算書について（西川会計幹事） 回覧- 5 

福岡大学の多大な協力で余裕のある決算書ができることについて概略が報告された。また、資料

が膨大であり、決算時に詳細な資料に基づき報告されることになった。 

(4) 「JASS8 防水工事＆外壁接合部の水密設計および施工に関する技術指針・同解説」改定講習会 

・日時：2008年 2月 14日（木），場所：福岡建設会館，参加者：36名    （大井総務幹事） 

次年度以降の参加人数の増員について、本部からの要請があったことが紹介された。 

(5) 2007年度日本建築学会支部 共通事業「小規模建築物基礎設計指針」講習会（大井総務幹事） 

・日時：2008年 2月 26日（火），場所：福岡建設会館，参加者：165名 

(6) 2007年度47回日本建築学会九州支部研究発表会について（植田常議員）   

・研究者集会について（萩島総務幹事） 資料- 6 

資料に基づいて報告された。 

・経費および報告集の販売状況について（大井総務幹事） 資料- 7 

資料に基づいて報告され、印刷経費との関連について意見交換を行った。 

(7) 建築九州賞「作品賞」について（堀学術幹事，志賀作品賞運営協議会幹事） 資料- 8 

・予備選考，第一次審査結果および今後の審査予定 

資料に基づいて報告され、作品集の印刷経費についての立替依頼の申し出があり、承認された。



今後の予算措置について意見交換し、また、審査員への謝礼等について検討を依頼した。 

(8) 支部費等交付金について  

・2007年度支部費精算，準会員還付金，支部経営助成費について（西川会計幹事） 資料- 9 

・2008年度支部費等交付金について（木方会計幹事） 資料-10 

審議事項９．に含めて詳しい説明がされることになった。 

(9) 2008年度全国大学・高専卒業設計展示会の開催日程について（木村常議員） 資料-11 

資料に基づいて報告され、開催地の確認が行われた。 

(10) 受託調査の報告について（大井総務幹事）                    回覧- 6 

・調査事項：RC構造物の耐震補強方法の合理化に関する研究   

回覧資料に基づいて報告された。 

(11) その他 

1) 中村洋先生よりの寄付について（大井総務幹事） 

建築学シリーズ印税より10,800円（1月 23日）  

2) 寄贈図書（大井総務幹事） 回覧- 7 

・日本建築学会東海支部「東海支部研究報告集第 46 号」寄贈 
・日本建築学会関東支部「2007 年度関東支部研究報告集Ⅰ･Ⅱ」寄贈 
・日本建築学会中国支部「中国支部研究報告集 31 巻」寄贈 CD-ROM 
・日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説JASS8防水工事」寄贈 

・日本建築学会「外壁接合部の水密設計および施工に関する技術指針・同解説」寄贈 

・日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」寄贈 

3) その他の各種案内 回覧- 8 

 

Ⅲ．審議事項 
1. 2007年度九州支部支部長賞の授与について（萩島総務幹事） 資料-12，回覧- 9 

資料に基づいて説明があり、28校の29学部・学科等への九州支部長賞授与が承認された。ただ

し、表彰状とメダルの授与は今年度までで、次年度からメダルの授与がないことが確認された 

2. 2008年度九州支部通常総会について 

・スケジュールおよび役割分担について（大井総務幹事） 資料-13 

資料に基づきスケジュール・役割分担の概略が承認され、今後建築学会長の予定を含む詳細な

スケジュールを作成することとなった。 

・懇親会企画について（萩島総務幹事） 資料-14 

懇親会企画について承認され、建築九州賞受賞者は参加費徴集を行わない方向で検討願うこと

となった。 

・ポスター，案内文等の作成について 

昨年に準じたデザイン・文案で萩島常議員（1年目総務幹事）が作成することとなった。 

3. 2008年度講習会事業計画（案）について（萩島総務幹事） 資料-15 

・本部から2件予定，これ以外の希望の有無 

支所長、研究委員会委員長に本部開催予定２件についての周知依頼、及び他の企画についての

開催希望調査を行うこととなった。 

4. 2008年度建築文化事業・親と子の都市と建築講座 企画について（萩島総務幹事） 資料-16 

・3月 30日本部申請〆切 

資料通り申請することとした。 

5. 2007年度建築九州賞「研究新人賞」の選考について（大井総務幹事） 資料-17 

申請資料通り５件を承認した。また、環境工学委員会からの推薦については幹事会で検討するこ

ととなった。 

6. 2007年度建築九州賞（業績賞，研究新人賞，作品賞）の表彰状について（大井総務幹事）資料-18 



志賀先生デザインの表彰状が承認された。また、デザイン経費等への配慮が要請された。 

7. 研究委員会・支所等の2007年度事業報告および2008年度事業計画について 回覧- 10 

（大井総務幹事） 

回覧資料に基づき説明があり、承認された。 

8. 2007年度事業報告および2008年度事業計画案：本部提出用（大井，萩島総務幹事） 資料-19 

・本部〆切4月 2日 

資料の修正（日程・掲載箇所等）、追加（建築九州賞「作品賞」審査委員会、特色のある支部活

動等）がおこなわれ、今後、支所長、各委員会に確認を取り、本部へ提出することとなった。 

9. 2007年度決算見込みおよび2008年度予算案について（西川会計幹事，木方会計幹事） 資料-20 

・予算案本部〆切4月19日 

資料 5 も含めて報告され、現時点の状況、および研究委員会経費配分案が承認された。その中

で、九州大会剰余金、調査委託研究費の増加が今年度収入増見込みの理由であることが説明さ

れ、また、建築九州賞「作品賞」作品集印刷費の2008年度予算計上について検討が依頼された。 

10. 2007年度第47回日本建築学会九州支部研究発表会について 資料-21 

・不備原稿の取扱いについて 

資料に基づく説明があり、承認された。 

11. 2008年度日本建築学会国際交流振興基金の援助申請について（大井・萩島総務幹事） 資料-22 

支所長・研究委員長に済み，萩島総務幹事検討中 

申請年度の記述修正の後、申請が承認された。 

12. 2008年度日本建築学会支部研究フォーラム・シンポジウムの公募について（大井総務幹事） 

支部〆切：2008年 3月 15日，現在，申請なし 

申請無しの現状を承認し、今後、建築九州賞「作品賞」発表会等も考慮しながら、次年度以降

も公募を行うこととした。  

13. 事務局員の次年度給与について（西川会計幹事） 別添資料 

別添資料に基づき説明され、承認された。 

14. 支部事務局ネットワーク回線の光ファイバー化について（大井総務幹事） 資料-23，回覧-11 

資料に基づき説明され、承認された。 

15. その他（大井総務幹事）                                              回覧-12 

  ・(社)日本建築積算協会九州支部 建築積算学校九州校第 33 期（平成 20 年度）後援依頼 
回覧資料に基づき説明され、承認された。 

 
Ⅳ．報告懇談事項 

1. 短期的課題について 

  ①支部研究報告のCD-ROM/DVD化の検討 

費用等も含め、DVD化を前向きに検討することが確認された。 

  ②法人会員について 会員サービスと新規会員開拓（渡邊支部長） 

   支部研究発表会における企業等展示に関する検討 回覧-13 

今年度、企業展示断りの経緯説明の後、産学連携の推進、事業費の増収等を考慮し、前向きな検

討が次年度開催校の山田常議員に依頼された。 

2. 中長期的課題について 

  ①新会計システムへの移行について                        資料-24 

   状況把握と対応 2009年度における試行 

資料に基づき、2008年度の対応が説明された。 

  ②受託研究対策について  （渡邊支部長） 

関係者への要請が依頼された 

  ③研究委員会・支所活動のあり方について（渡邊支部長） 



    メール情報発信テストについて 他支部の状況，韓国との関係 

次回に協議し、依頼する予定であることが説明された。 

  ④支所の繰越金について 

支所活動の活性化を図り、予算執行するよう各支所長に依頼する予定であることが説明された。 

 
Ⅴ．次回会議日程 
1. 4月幹事会 

日時：2008年 4月 18日（金）13時～ 

※14:00～15:00は会計監査会を行う（監事予定確認ずみ） 

※場所：九州支部事務局会議室 

2. 新旧常議員会・合同役員会 

日時：2008年 5月 16日（金）10時～ 

※場所：福岡建設会館7階703会議室 

※午後は通常総会および関連事業 


